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1.はじめに 
今回リリースいたしました Ver11.3.3.0 では、医療保険のオンライン請求における返戻処理に対応しまし

た。 

 

オンラインシステムで請求して返戻が発生した場合、オンラインシステムから返戻処理専用のファイル（返

戻ファイル）を取得し、それを介五郎に取り込んで実績を修正し、再請求を行う必要があります。 

今回のバージョンでこの処理に対応し、返戻ファイルを取り込むことで介五郎上で返戻内容の確認、誤りの

修正、再請求用の請求データの作成が行えるようになりました。 

返戻が確認できるようになるのは請求した月の翌月 5 日以降です。7 月にオンラインで請求されたユーザ

ー様は 8 月 5 日から返戻ファイルを取得できるようになります。取得の際は本マニュアルおよびオンライン

請求システムのマニュアルをご参照ください。 

なお、紙媒体で請求された分につきましては返戻処理も従来どおり紙媒体で行われます。再請求も従来どお

り紙媒体で行いますので、ご承知おきください。 

 

 

 そのほか、今回のバージョンでは医療看護実績入力、給付費請求書（紙レセプト）についても、未対応事項

への対応と、請求書の印刷様式の見直しを行っています。（下記参照） 

 

〔その他の変更〕 

●医療看護入力に関わる変更 

①特別指示書の連続交付、精神科特別指示書の頻回の交付が行われた時の記載項目の追加 

②情報提供療養費 3 単体で請求する場合への対応 

③ターミナルケア療養費単体で算定する場合への対応 

④指示期間が提供月の範囲を超える期間を含む場合への対応 

⑤情報提供療養費 2 の入力方式の見直し 

●給付費請求書作成に関わる変更 

 ①公害・労災請求書への対応 

 ②療養費請求書（様式第一）の金額記載方法の見直し 

 ③療養費請求書（様式第二・第三）の公費記載方法の見直し 

  



介五郎（介護保険版）Ver.11.3.3.0 差分マニュアル 

オンライン請求追加対応版 

3 

 

2. オンライン返戻・再請求への対応 
 今回のバージョンでオンラインシステムを使って返戻情報を確認し、再請求処理ができるようになりました。

本章では最初に返戻・再請求処理の概要を説明し、次に返戻情報の確認方法を説明、最後に返戻箇所を修正し

た後の再請求処理についてご説明しています。 

 

【本章の構成】 

2-1.返戻再請求の概要 P. 3 

 最初にオンラインシステムでの返戻・再請求処理の仕組みと作業の概要を説明します。 

2-2.返戻ファイルの取得と介五郎への取込 P. 8 

 返戻情報を確認するには、オンライン請求端末を操作してオンライン請求システムから返戻ファイルをダ

ウンロードし、それを介五郎に取り込む必要があります。2-2.ではその手順について説明しています。 

2-2-1.（初期設定）ダウンロードフォルダの指定 P. 9 

 返戻情報を取得する前の初期設定について説明しています。 

※通常はシステム導入時に設定済みなので、ユーザー様に設定していただく必要はありません。 

2-2-2.［オンライン請求端末］返戻ファイルのダウンロード P. 12 

 オンライン請求端末を操作し、オンラインシステムに公開される返戻情報をダウンロードします。ダウン

ロードしたファイルはそのまま開いて返戻理由を確認できませんが、介五郎に取り込むと確認できるように

なります。 

2-2-3.［介五郎］返戻内容の確認 P. 16 

 ダウンロードした返戻ファイルを介五郎に取り込み、返戻理由内容を確認します。 

2-3.返戻レセプトの再請求 P. 28 

 返戻理由を確認して誤った箇所を修正したあとの、再請求する手順について説明します。 
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2-1. 返戻再請求の概要 
 オンラインシステムで請求し、返戻が発生した場合、請求月の翌月 5 日以降にオンラインシステムから返戻

ファイルを取得し、介五郎に取り込んで内容を確認し、誤りを修正・再請求します。再請求するときは再請求

用レセプトデータを作成し請求受付期間中（翌月 10 日 24 時まで）にオンラインシステムで送信する必要が

あります。 

 

【返戻・再請求処理の概要】 

 

「オンライン請求システム操作手順書（訪問看護）」より抜粋 
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■ オンライン請求の返戻確認・再請求の仕組み 

 紙請求と比べて、オンライン請求での返戻処理の方法は以下のように異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【オンライン請求の場合】 

オンラインシステムで請求して返戻があった場合、オンラインシステムから返戻ファイルを取得し、そ

れを介五郎に取り込むことで返戻の内容を確認できるようになります。返戻ファイルは請求月の翌月 5

日以降にオンラインシステムで取得できるようになります。ステーション様は請求受付期間中（10 日

24 時まで）に返戻内容を確認し、誤りを修正して再請求することになります。 

【紙請求の場合】 

紙媒体で請求して返戻があった場合の再請求方法は、提出した明細書に返戻付箋が添付されて返されま

す。誤りを修正して再請求するときは返ってきた明細書を修正し、付箋付きのまま再提出します。 

付箋 

明細書 

②付箋付きで返戻 

翌月初頭 

明細書 

①請求 1 回目 

請求月 

× 

明細書 

③修正して再請求 

付箋 

 翌月 10 日まで 

付箋付き 

で再提出 

請求用端末 

返戻 

ファイル 

○ 

返戻 

ファイル 

再請求 

データ 

再請求 

データ 

請求用端末 

①返戻ファイルを取得 

（翌月 5 日以降） 

②返戻ファイルを介五郎に取込 

③返戻内容を確認し修正 

④再請求データを作成 

⑤再請求データを送信 

（翌月 5 日～10 日の間） 

【履歴情報について】 

表面には表示されませんが、返戻ファイルには履歴情報が埋め込まれています。この履歴情報は再請求

時にも作成するファイルに埋め込んで送信する必要があります。介五郎では、返戻ファイル取込時に履歴

情報を含めて取り込み、履歴情報の有無をシステム上で確認して再請求できる仕組みになっています。 

履歴
情報 

履歴
情報 

履歴
情報 

履歴
情報 

返戻ファイル 再請求データ 

履歴
情報 

返戻ファイルには履歴情報

が埋め込まれています 

履歴情報は再請求データの中

にも含める必要があります 

履歴
情報 
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■ 返戻ファイル取得時の諸注意 

 返戻ファイルを取得する時は下記にご注意ください。 

 

1. 返戻ファイルは支払機関ごとに取得する必要があります 

返戻ファイルは支払機関（国保連・社会保険支払基金）ごとに別々に取得する必要があります。 

 

 

2. 返戻ファイルの取得可能期間にご注意ください 

オンラインシステムで取得できる返戻ファイルは、直近 3 ヶ月分までとなります。原則請求した翌月に

返戻内容を確認し、再請求することを想定したシステムになっているので、取得漏れにご注意ください。 

 また、返戻ファイルをシステムからダウンロードできるようになるのは毎月 5 日からとなります。 

 

3. 紙媒体で請求したレセプトは紙媒体で返戻通知が届きます 

紙媒体で請求した場合は返戻通知も紙媒体で届きます。再請求する時も従来どおりの方法で、返ってきた

紙レセプトに返戻付箋を付けて行います。 

 

4. 保険者の審査により返戻になった場合は紙媒体で返戻通知が届き、再請求も紙媒体で行います 

オンラインで請求した場合でも、オンラインシステムではなく保険者の審査により返戻になった場合は、

紙媒体で返戻通知が届きます。こちらの再請求も従来どおり、返ってきた紙レセプトに返戻付箋を付けたま

ま再提出します。 

 

 

  

社保・国保それぞれで返戻ファイルの取得が必要 
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■ 作業の流れ 

 返戻対応の操作手順の概要は下記になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

療養費の請求（1 回目） 
請
求
月 

請
求
月
の
翌
月
（
5
日
～
10
日
） 

請求用端末 

［オンライン請求］ 

オンラインシステムから返戻ファイル取得 
 

※ 支払機関（国保・社保）それぞれで取得が必要です 

請求用端末 

［介五郎］ 

返戻内容を確認して実績を修正 

［オンライン請求→介五郎］ 

返戻ファイルを介五郎に取込 

請求用端末 

［介五郎→オンライン請求］ 

再請求用ファイルを作成 
 
※1 作成時は当月分など返戻分以外の請求もまとめて作成します 

 ※2 再請求用ファイルには履歴情報を含める必要があります 

請求用端末 

審査の結果、返戻が発生 
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2-2. 返戻ファイルの取得と介五郎への取込 
 返戻があった場合、まずオンライン請求端末でオンラインシステムから返戻ファイルを取得し、そのあと介

五郎を操作して取得した返戻ファイルを介五郎に取り込むことで、返戻の理由を確認できます。オンライン請

求端末と介五郎両方を順番に操作することになります。 

 

【返戻確認の流れ】 

 

 

  

［オンライン請求→介五郎］ 

②取得した返戻ファイルを介五郎に取込 

   

 

請求用端末 

［オンライン請求用端末］ 

①オンラインシステムから返戻ファイルを取得 

      

［介五郎］ 

③返戻内容を確認して実績を修正 

［初期設定］ 

システム設定にて返戻ファイルのダウンロード先を登録 

※通常はオンラインシステム導入時に設定済のため不要です 

請求用端末 
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2-2-1. （初期設定）ダウンロードフォルダの指定 
 

通常はオンラインシステム導入時に設定済みのため、ユーザー様は設定不要です 
 

 初期設定として、介五郎のシステム設定にてオンライン請求端末上の返戻ファイルの保存場所を登録し、オ

ンライン請求端末と連携できるようにします。 

本設定はオンラインシステムを導入する際に導入事業者により設定する項目のため、通常はユーザー様側で

設定していただく必要はありません。 

 

＜システム設定｜医療設定＞ 

 

 

 

設定項目 

項目 説明 

オン資ダウンロード 

フォルダパス 

オンライン請求端末のダウンロードファイルの保存先フォルダを登録します。これ

によりオンライン請求端末と介五郎間で返戻ファイルの受け渡しができるようにな

ります。入力時はテキスト形式で入力します。 

共有確認 クリックすると入力したフォルダパスが有効か確認できます。 

 

 

  

既定のパス＝\\（コンピュータ名または IP アドレス）\infotec\onshidownload 
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＜オン資ダウンロードフォルダパスの登録＞ 
 システム設定にてオンライン請求端末のダウンロードファイルの保存場所を登録する手順です。 

※この設定はメンテナンスのためのもので、通常は行っていただく必要ありません。 

 

① 上部メニューバーより「データファイル(S)」→

「基本設定(V)」→「システム設定(V)」をクリ

ックし、システム設定画面を開きます。 

  

 

② 「医療設定」タブをクリックします。 

  

 

③ 「オン資ダウンロードフォルダパス」欄にオン

ライン請求端末のダウンロードファイルの保存

先フォルダのパスを入力します。 

 

  （既定のパス） 

  \\（コンピュータ名または IP アドレス） 

\infotec\onshidownload 

  

 

● 共有確認をクリックすると、入力したフォルダ

を開くことができるか、試すことができます。 
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④ F9 登録をクリックし、登録します。 
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2-2-2. ［オンライン請求端末］ 返戻ファイルのダウンロード 

 返戻を確認する時は、まずオンライン請求用端末を操作して、オンラインシステムから返戻ファイルをダウ

ンロードします。介五郎と連携するために指定のフォルダにファイルを保存する必要がありますが、通常はオ

ンラインシステム導入時にフォルダの場所も設定済みなので、保存場所を選択する必要はありません。 

 

【手順の概要】（※簡単な説明にとどまります。詳細はオンラインシステムのマニュアルをお読みください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【返戻ファイルは支払機関ごとに取得する必要があります】 

返戻ファイルは支払機関（社会保険支払基金・国保中央会）ごとに別々に取得する必要があります。順番

に選択して操作を繰り返し、それぞれの返戻ファイルを取得してください。 

 

オンライン請求端末でオンラインシステムの画面を開く 

ログインして返戻レセプトメニューから返戻ファイルをダウンロード 

既定のフォルダに返戻ファイルが保存される 

保存した返戻ファイルを介五郎に取り込む 

社保・国保それぞれで返戻ファイルの取得が必要 

注意！ 

社会保険支払基金・国民健康保険中央会のいずれかを選択する 
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＜返戻ファイルのダウンロード＞ 

※ 画像は確認試験ページ等のもののため、実際の訪問看護オンライン請求システムの画面と異なります 

 オンライン請求端末にて返戻ファイルをダウンロードする手順です。ここでは基本的な操作手順のみご説明

します。詳細はオンラインシステムのマニュアルをご参照ください。 

 

① オンライン請求端末を操作し、デスクトップの

ショートカットからオンライン請求システムを

開きます。 

  

 

② 返戻ファイルを取得したい審査支払機関（社会

保険支払基金または国保連）を選択します。 

 

 （例）「社会保険診療報酬支払基金」を選択 

  

 

③ ユーザ ID とパスワードを入力し、ログインしま

す。 
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④ 画面左メニューの返戻レセプトをクリックしま

す。 

  

 

⑤ 原審査分をクリックします。 

 

 ※画像は医科用の画面のため、訪問看護用の画面

と異なります。 

  

 

⑥ ダウンロードをクリックします。 

  

 

⑦ 返戻ファイルが既定のフォルダに保存されま

す。保存後は介五郎に移り、返戻ファイルを取

り込みます。 

 

  （既定のフォルダ） 

  \\（コンピュータ名または IP アドレス） 

\infotec\onshidownload 

   

（既定の返戻ファイルの名前） 

RECEIPTH.HEN 
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【保存される返戻ファイルについて】 

返戻ファイルは支払機関ごとにダウンロードする必要があります。社保・国保両方で返戻があった場合、

それぞれのメニューでログインし、ダウンロードします。この結果、返戻ファイルも社保分・国保分で別々

に保存されることになります。 

 介五郎に取り込む時も、それぞれの返戻ファイルを個別に取り込んでいただく必要があります。 

 

【社保・国保両方で返戻がある場合】 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

【保存される返戻ファイル】 

 

 

 

 

 

 

 

  

POINT 

指定のフォルダに「RECEIPTH.HEN」 

「RECEIPTH.HEN (1)」が保存される 

それぞれ個別に介五郎に取り込む 

社保または国保でログインし返戻ファイルをダウンロード 

ログアウトして他方の支払機関でログインしなおす 

他方の返戻ファイルをダウンロード 
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2-2-3. ［介五郎］ 返戻内容の取込と確認 

 オンライン請求端末で返戻ファイルをダウンロードしたあとは、介五郎に返戻ファイルを取り込みます。返

戻ファイルを取り込むと、介五郎で返戻理由を確認し、再請求できるようになります。 

 返戻理由を確認できるように、今回のバージョンで給付費請求書（医療）画面に「返戻レセプト」ボタンを

追加しています。 

 

＜メインメニュー｜給付費請求書（医療）＞ 

  

 

 

 

＜返戻レセプト画面＞ 

 

 

 

  

返戻レセプトボタン

を追加 

F7 取込より返戻ファイルを取り込むと返戻理由を

確認できるようになります 

返戻理由をクリックすると返戻理由を表示 
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＜返戻ファイルの取込＞ 
 介五郎に返戻ファイルを取り込む手順です。 

 

① メインメニューの給付費請求書（医療）をクリ

ックします。 

  

 

② 返戻レセプトをクリックします。 

  

 

③ F7 取込をクリックします。 

  

 

④ 取り込む返戻ファイルを選択し、開くをクリッ

クします。 

 

既定の返戻ファイルの名前＝RECEIPTH.HEN 



介五郎（介護保険版）Ver.11.3.3.0 差分マニュアル 

オンライン請求追加対応版 

18 

 

  

 

⑤ 取込データ確認画面が表示されます。よろしけ

れば返戻ファイル取込をクリックします。 

  

 

⑥ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリックし

ます。 

  

 

⑦ 完了画面が表示されます。OK をクリックしま

す。 

  

 

⑧ 返戻ファイルの内容が介五郎に取り込まれ、返

戻理由を確認できるようになります。 

 

 

【返戻ファイルの保存場所が開かない場合】 

F7 取込をクリックしたとき返戻ファイルの保存場所が開かない場合、システム設定に誤りがあるか、ネ

ットワーク機器に問題が発生しています。P.9「2-2-1.「（初期設定）ダウンロードフォルダの指定」を読ん

でシステム設定を見直しても設定に誤りが無い場合は弊社サポート窓口（06-6975-5655）までご連絡く

ださい。 

注意！ 

提出先機関と請求年月はここで確認できます 
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【取込画面のチェック項目について】 

取込画面の下部には「再取込を許可する」と「取込後に返戻ファイルを削除する」というチェック項目が

あります。これらの項目の意味は下記になります。 

 

 

①「再取込を許可する」（初期値＝無効） 

一度取り込んだ返戻ファイルを再度取り込みたい時にチェックを入れます。返戻分を修正して再請求ファ

イルを作成するところまで進んでいた場合、再取込を行うと再請求データを作成したというフラグがリセッ

トされ、未作成の扱いに戻ります。（介五郎内のフラグのみリセットされ、作成されたファイルの中身は変

わりません） 

チェックを入れずに再取込を行おうとした場合は下記エラーが表示されます。 

 

 

②「取込後に返戻ファイルを削除する」（初期値＝有効） 

 有効な状態で返戻ファイルを取り込むと、オンライン請求端末上に保存されている返戻ファイルを自動削

除します。通常、介五郎に取り込んだ後はファイルを残しておく必要が無いため、初期値で有効になってい

ます。あえて返戻ファイルを残したい場合はチェックを外して取込を行ってください。 

 

 

 

 

POINT 
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＜返戻理由の確認＞ 
 介五郎で返戻理由を確認する手順です。 

 

① 返戻レセプト画面にて、返戻を確認したい請求

データの提出先を選択します。 

  

 

② 「提出月」欄に請求書を提出した月を 6 桁数字

の形式（YYYYMM 形式）で入力し、表示をク

リックします。 

 

 （例）2024 年 7 月提出分＝202407 と入力 

 

又は F5 参照から表示することもできます。 

  

 

③ 取り込んだ返戻レセプトが一覧に表示されま

す。 

  

 

④ 内容を確認したい返戻レセプトの返戻理由をク

リックします。 
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⑤ 返戻内容の詳細を確認できます。内容に応じて

実績等を修正してください。 

 

 

 

【参照機能について】 

画面上部の F5 参照をクリックすると、取り込んだ返戻情報を参照することができます。参照画面で確認

したい返戻情報の行をクリック→決定をクリック（または行をダブルクリック）することでも表示させるこ

とができます。 

 

＜返戻レセプト参照画面＞ 

 

 

 

 

 

 

  

POINT 

確認したい返戻情報をクリックして決定 
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■ 返戻レセプト画面の見方 

 返戻レセプト画面に表示される「レセプト氏名」「性別」「保険者番号」「記号・番号」「枝番」は、取り込ん

だ返戻ファイルのデータをそのまま表示させています。 

介五郎は取り込んだ時に返戻ファイルと介五郎の利用者情報を参照し、一致する利用者が存在する場合はそ

のまま返戻ファイルと介五郎の利用者情報を紐付けています。しかし返戻ファイルの利用者情報と一致する利

用者が介五郎の中に見当たらない場合は、手動で紐付けを行っていただく必要があります。 

利用者の紐付けについては次のページでご説明します。 

 

＜返戻レセプト＞ 

 

 

＜返戻理由＞ 

 

 

  

返戻ファイルの内容をそのまま表示 

→介五郎に登録された情報と一致する

とはかぎらない 

返戻理由をクリックすると

返戻の理由を確認できます 

【介五郎との紐付け】 

●返戻ファイルの「保険者番号」「記

号・番号」「枝番」（公費単独の場合

は公費負担者番号・受給者番号）と

介五郎を比較し、一致する利用者を

紐付けます。 

●一致する利用者情報が無い場合は

紐付けから手動設定が必要です。 

（詳細は次ページ） 

返戻理由を確認し、誤っていた箇所を修正してください 

（この場合は保険者番号（または公費負担者番号）誤り） 
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■ 返戻ファイルと利用者台帳の紐づけについて 

 返戻ファイルを取り込む時は、返戻ファイル内の利用者情報と介五郎に登録された利用者情報を一致させ、

紐付ける必要があります。通常は介五郎が返戻ファイル内の「保険者番号」「記号・番号」「枝番」（公費単独の

場合は「公費負担者番号」「受給者番号」）を参照し、利用者台帳から一致する利用者を探して自動で紐付けま

す。しかし請求した後にこれらの番号を変更していた場合、利用者台帳と紐づけることができず、誰の返戻内

容か判断できなくなる場合があります。 

 この場合は返戻ファイルを取り込んだあと、紐付けボタンから手動で返戻対象の利用者を紐づけていただく

必要があります。紐付けは単に利用者を特定するためだけでなく、再請求データを作成するためにも必要です。 

 

【通常】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【返戻の対象者が不明な場合】 

 

  

番号等が一致するため返戻情報と利用者

が紐付けられ、返戻対象者を判別できる 

【返戻ファイル内の情報】 

利用者 A 

保険者番号＝1111111111 

記号・番号＝01-1111111 

枝番＝無し 

一致 

【介五郎の利用者情報】 

利用者 A 

保険者番号＝1111111111 

記号・番号＝01-1111111 

枝番＝無し 

番号等が不一致のため利用者を特定でき

ず、誰の返戻か判別できない 

【返戻ファイル内の情報】 

利用者 B 

保険者番号＝1111111111 

記号・番号＝01-1111111 

枝番＝無し 

不一致 

【介五郎の利用者情報】 

利用者 B 

保険者番号＝2222222222 

記号・番号＝02-2222222 

枝番＝無し 

返戻情報と利用者情報の紐付けが必要 

（手順は次のページで説明します） 
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＜返戻情報と利用者の紐付け方法＞ 
取り込んだ返戻情報と利用者を手動で紐付ける手順です。 

 

① メインメニューより給付費請求書（医療）をク

リックします。 

  

 

② 返戻レセプトをクリックします。 

  

 

③ 取り込んだ返戻情報の提出先、提出月を入力し

表示をクリックします。 

  

 

④ 利用者と紐づけられていない返戻情報は「ID」

「利用者名」「資格」欄が空白になります。 

  該当する利用者の紐付けをクリックします。 
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⑤ 紐づけ画面が表示されます。「紐付け利用者」欄

の▼をクリックし、返戻対象の利用者を選択し

ます。 

  

 

⑥ （同月に複数の資格情報がある場合のみ） 

月途中に資格情報の変更等があった場合、医療

看護入力の資格 1～3 のうち、紐付けたい資格

番号を選択します。 

 

（※通常は資格 1 のままで構いません） 

  

 

⑦ 登録をクリックします。 

  

 

⑦ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリックし

ます。 

  

 

⑧ 完了画面が表示されます。OK をクリックしま

す。 
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⑩ 選択した利用者が返戻情報と紐づけられます。 

 

以上で設定完了です。 
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■ 実績修正時の補助機能 

 返戻内容を確認したらその内容にしたがって、利用者台帳・医療看護実績入力の内容を修正します。このと

き、医療看護入力のデータ参照（F5 参照）機能を活用していただくと便利です。 

 データ参照画面では返戻対象者の請求欄に「返」と表示されます。また、誤りを修正して再請求データの作

成まで進めたときは、請求欄の表示が「返済」と表示されます。これにより修正が必要な利用者を探しやすく

なっています。（再請求については P.28「2-3. 返戻レセプトの再請求」にてご説明します） 

 

＜医療看護入力｜データ参照＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【返戻ファイルを再取込した場合】 

再請求用の請求書作成まで進め、参照画面の請求欄に「返済」が表示されている状態で返戻ファイルを再

取込した場合、再請求データを作成したフラグがリセットされ、「返済」の表示が「返」に戻ります。 

（※リセットされるのはフラグのみで、作成済みの再請求データの内容は変わりません） 

 

 

  

注意！ 

「返」＝返戻対象者で修正・再請求データ作成が未処理 

「返済」＝返戻対象者だが再請求データを作成済み 

F5 参照をクリック 
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2-3. 返戻レセプトの再請求 
 返戻内容を確認して実績等を修正したあとは再請求します。返戻レセプトを再請求するときは、再請求用の

ファイル内に返戻ファイルに含まれる履歴情報を添付し、再請求データとして作成する必要があります。履歴

情報は返戻ファイルを取り込んだ時に返戻内容と一緒に介五郎に取り込まれています。 

 介五郎では履歴情報が含まれる場合、請求書作成時に対象のレセプトの「返戻」欄に○が表示されます。返

戻欄に○の付いた利用者の請求書を作成すると、再請求データが作成されます。 

 

＜給付費請求書（医療）｜請求書作成＞ 

 

設定項目 

項目 説明 

返戻 返戻ファイルから履歴情報を介五郎に取り込んでいる利用者に〇が表示されます。 

 

 

 

 

【返戻レセプトの再請求時は事前に返戻ファイルを取り込んでおいてください】 

返戻レセプトを再請求する前に、必ず返戻ファイルを介五郎に取り込んでおいてください。取り込んでい

なければ返戻欄に○が付きません。 

返戻欄が○になっていなければ再請求データとして作成できません。再請求データとして作成するかはこ

の画面でしか確認できず、作成履歴等でも確認できませんので、ご注意ください。 

 

  

注意！ 

返戻分を再請求するためには

「返戻」欄に○が付いた状態で

作成しなければなりません 
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＜返戻レセプトの再請求＞ 
 返戻レセプトを修正して再請求する手順です。再請求する前に返戻ファイルを取り込んでおいてください。 

 

 

【請求書作成は返戻分以外も含めて一括で行います】 

請求書作成は返戻分のみでなく、当月分など返戻分以外に請求する分も含めて一括で行います。 

 

 

 

 

 

 

① メインメニューの給付費請求書（医療）をクリ

ックします。 

  

 

② 提出月・提出先を選択し、請求書作成をクリッ

クします。 

 

（例）提出月＝令和６年８月 

   提出先＝社会保険診療報酬支払基金 

  

 

③ 提供月を返戻になったレセプトの提供月にしま

す。 

 

 （例）令和 6 年６月を選択 

注意！ 

6 月返戻分 7 月提供分 返戻分以外の請求もまとめて作成 
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④ 返戻再請求対象者の指定欄にチェックを入れま

す。このとき「返戻」欄に○が付いていること

を、あわせて確認してください。 

 

（※「返戻」欄に○が無ければ再請求データとし

て作成できません） 

  

 

⑤ 当月の請求分など返戻分以外の請求分も、提供

月を切り替え、まとめて指定します。 

  

 

⑥ 全ての請求対象を指定したら作成開始をクリッ

クします。 

  

 

⑦ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリックし

ます。 

  

「返戻」欄に○が 

付いているか注意 
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⑧ オンライン請求端末に返戻再請求分を含む請求

ファイルが作成されます。 

 

  この後はオンライン請求のマニュアルにしたが

い、オンライン請求端末を操作して通常の送信

手順で請求ファイルを送信してください。 
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3. その他の変更 
  

3-1. 医療看護入力の変更点 
 

 

① 特別訪問看護指示書の連続交付時（医療）、頻回交付時（精神）の対応 

 訪問看護（医療）の特別訪問看護指示書の連続交付時、及び精神科特別訪問看護指示書の頻回交付時には訪

問看護療養費請求書にその旨の記載が必要となります。本バージョンより対応を行いました。 

 

厚労省「別表Ⅰ 訪問看護療養費明細書の「情報」欄への記載事項等一覧 （訪問看護） 」より 

 

 

（医療看護予定/実績入力） 

 

  

（訪問看護（医療）の場合） 

 

（精神科訪問看護の場合） 

 

 

 

 

 

 

連続した指示期間を入力すると、 

「特別訪問看護指示書の連続した交付」に

チェックが付く 

（チェックが付く条件は次ページを参照） 

精神科特別訪問看護指示期間を入力すると 

「精神科特別訪問看護指示書の頻回の交付」に

チェックが付く 

（チェックが付く条件は次ページを参照） 
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連続/頻回と自動判定する条件について 

 本バージョンでは、現在発表されている記載要領や疑義解釈等から以下の対応としています。なお、今後発

表される解釈等により、介五郎が連続と判断する条件が変更となる可能性があります。 
 

入力内容 介五郎の自動判定 

①同月内で日にちを開けずに、特別指示期間を入力した場合 

（例）7/1～7/14、7/15～7/28 

 

 

「連続」と自動判定します。 

「特別訪問看護指示書の連続した交

付」に自動でチェックが付きます。 

②同月内で日にちを開けて、特別指示期間を入力した場合 

（例）7/1～7/14、7/16～7/29 

 
 

「連続」と自動判定しません。 

「特別訪問看護指示書の連続した交

付」に自動でチェックが付きません。 

③月を跨いだ特別指示期間を入力した場合 

（例）6/27～7/10 

 

 

 

「連続」と自動判定しません。 

「特別訪問看護指示書の連続した交

付」に自動でチェックが付きませんが、

このケースでは連続扱いとして請求す

る必要があるので、手動でチェックを

付けてください。 

④（精神）特別指示期間を入力した場合 

 

「頻回」と自動判定します。 

日付に関わらず 1 行でも指示期間を入

力すると「精神科特別訪問看護指示書

の頻回の交付」に自動でチェックが付

きます。「頻回」は「服薬中断等により

急性増悪した場合であって、医師が頻

回の訪問看護が必要と認め指示した場

合」を指し、特別指示が出た時点で記

載が必要と判断するためです。 

自動でチェックは付かないので、 

手動でチェックを付けてください！ 
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紙レセプトの様式第四の二で請求する場合のみ、「利用者情報/特記事項」タブの特記事項・様式第四の二

で連続/頻回の文言の取得作業も行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意！ 

① 取得をクリック 

② 連続/頻回の文言が反映 
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療養費明細書への反映 

 

＜様式第四＞ 

訪問看護（医療）の場合 精神科訪問看護の場合 

  

 

 

＜様式第四の二＞ 

訪問看護（医療）の場合 精神科訪問看護の場合 

（様式第四の二） 

  

 

（様式第四の二） 
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② 訪問看護情報提供療養費 3 の対応 

 訪問看護情報提供療養費 3 について、入院又は入所前に指定訪問看護が行われた日の属する月と保険医療

機関に指定訪問看護に係る情報を提供した月が異なる場合、情報を提供した月に情報提供療養費 3 のみの算

定が可能です。その場合は訪問看護療養費明細書の「備考」欄に、入院又は入所前の最後に指定訪問看護を行

った日付の記載が必要となります。本バージョンより「管理療養費/情報/専門」タブで入院/入所前の最終訪

問日を入力できるように対応しました。 

 

（医療看護実績入力 | 管理療養費/情報/専門 タブ） 

（例）7 月に情報提供を行ったが、入院前の最終訪問日が 6/26 だった場合。 

 

 

 

  

入院/入所前の最終訪問日を入力 
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紙レセプトの様式第四の二で請求する場合のみ、「利用者情報/特記事項」タブの特記事項・様式第四の二

で訪問日の取得作業も行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意！ 

① 取得をクリック 

② 訪問日が反映 
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療養費明細書への反映 

 

（様式第四） 

 

（様式第四の二） 

 

 

 

 

 

 

合わせて、訪問看護情報提供療養費 3 のみで算定できるよう、「医療系サービス入力」タブの明細データが

無しでも登録できるよう変更しました。 
 

 

 

 

 

 

POINT 

訪問看護情報提供療養費 3 のみを算定する場合、

「管理療養費/情報/専門」タブに情報提供療養費 3

を入力されていれば「医療系サービス入力」タブの

明細データが無しでも登録可能に。 
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③ ターミナルケア療養費の対応 

 訪問看護ターミナル療養費を算定する利用者について、指定訪問看護が最後に行われた日の属する月と死亡

月が異なる場合は死亡月にターミナル療養費のみを算定できます。その場合、訪問看護療養費明細書の「備考」

欄に死亡日及び死亡前 14 日以内に指定訪問看護を行った日付の 2 日分の記載が必要となります。本バージ

ョンより、「利用者情報/特記事項」タブでこれらの 2 日分の訪問日を入力できるように対応しました。 

 

（医療看護実績入力 | 管理療養費/情報/専門 タブ） 

（例）7/1 に死亡、死亡前の訪問が 6/17 と 6/28 の場合。 

 

 

 

 

 

 

  

死亡前 14 日以内の訪問看護を

行った日付を 2 日分入力 
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紙レセプトの様式第四の二で請求する場合のみ、「利用者情報/特記事項」タブの特記事項・様式第四の二

で取得作業も行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意！ 

① 取得をクリック 

② 日付が反映 
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療養費明細書への反映 

 

（様式第四） 

 

（様式第四の二） 
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④ 提供月範囲外の指示期間を含む場合の対応 

 提供月の範囲外となる指示期間を含む場合も登録できるよう対応しました。登録時に警告メッセージは表示

されますが、登録確認をはい（Y）で進めば登録が可能となります。 

 

（例）提供月 7 月で 7 月以外の指示期間を含む場合 

訪問看護指示期間 6/1-6/30、7/1-7/31 

特別訪問看護指示期間 6/25-7/8、7/9-7/22 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

登録時に「提供月の範囲外になる指示期間が設定

されています（訪問看護情報タブ） 

このまま登録をおこないますか」と警告確認が表

示。はい（Y）をクリックすると登録に進めます。 
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⑤ 訪問看護情報提供療養費 2 の入力方法変更 

 訪問看護情報提供療養費 2 の入力方法を変更しました。「各年度 1 回まで」と「各年度 1 回までとは別に算

定」は同時算定できないので、両方を選択している場合も 1 回で算定するよう変更しました。 

 

（医療看護実績入力 | 管理療養費/情報/専門タブ ） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

＜訪問看護情報提供療養費 2 の入力手順＞  

 

 

 

 

 

① 管理療養費/情報/専門タブで情報提供療養費の

入力画面を開きます。 
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② 加算の「あり」を選択します。 

  

 

③ 「各年度 1 回までの算定」と「各年度 1 回まで

とは別に算定の選択」の算定する方にチェック

を付けます。 

 

（例）「各年度 1 回までとは別に算定の選択」を 

算定 

 

  

 

④ 前回算定日を入力します。 

  

 

⑤ 「算定理由」を選択して確定をクリックします。 
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「各年度 1 回までとは別に算定」時に前回算定日が未入力の場合は、入力エラーが表示され登録できませ

ん。 
 

 

 

 

 

「各年度 1 回まで」と「各年度 1 回までとは別に算定」は同時算定できないので、両方を選択している場

合も 1 回分で算定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

POINT 

POINT 

「各年度 1 回まで」と「各年度 1 回までとは別に算定」

の両方を選択しても 1 回分で算定 
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バージョンアップ前に「各年度 1 回まで」と「各年度 1 回までとは別に算定」の同時算定で入力してい

た場合、バージョンアップ後も両方にチェックが付きます。「前回算定日」など追記・修正が必要な場合は処

理を行ってください。 

（バージョンアップ前） （バージョンアップ後） 

 

 

 

 

 

  

注意！ 
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3-2. 給付費請求書（紙レセプト）の変更 
 紙レセプト印刷時の変更点についてご案内します。 

 

① 公害・労災の請求書類印刷への対応 

 令和 6 年 6 月以降分について、前バージョンまでは公害保険・労災保険の請求データ作成まで対応してい

ましたが、本バージョンより各請求書類の印刷にも対応しました。 

 

＜給付費請求書（医療） | 作成履歴＞ 

 

 

出力様式項目名 出力される様式 

公害保険請求書：転記用 公害訪問看護報酬請求書（訪問看護ステーション用） 

公害保険明細書：転記用 訪問看護療養費明細書 転記用 

労災保険請求書：転記用 労災保険訪問看護費用請求書転記用 

労災保険明細書：転記用 労災保険訪問看護費用請求内訳書表面転記用 
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【公害保険】 

公害訪問看護報酬請求書（訪問看護ステーション用） 

 

訪問看護療養費明細書 転記用 

 

 

【労災保険】 

労災保険訪問看護費用請求書転記用 

 

労災保険訪問看護費用請求内訳書表面転記用 

 



介五郎（介護保険版）Ver.11.3.3.0 差分マニュアル 

オンライン請求追加対応版 

49 

 

訪問看護療養費明細書 転記用 
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② 訪問看護療養費請求書（様式第一）の見直し 

 支払基金の訪問看護療養費請求書（様式第一）の 2 枚目の「総件数①＋②」の請求金額欄に「公費と医療の

併用」分の金額も含むよう変更しました。 

 

 
 

 

 

 

  

  

総件数①＋②の請求金額に 

「公費と医療の併用」分も含むよう変更 
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③ 訪問看護療養費請求書（様式第二・第三）の見直し 

 国民健康保険の訪問看護療養費請求書（様式第二）と後期高齢者医療の訪問看護療養費請求書（様式第三）

に地方公費（福祉助成）分を表示するよう変更しました。 

 

＜訪問看護療養費請求書（様式第二）＞ （例）大阪府の「80-重度障害者医療」が反映 
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＜訪問看護療養費請求書（様式第三）＞ （例）大阪府の「80-重度障害者医療」が反映 

 

 

 



INFO-TEC
 Co

rp
ora

tion
 products KAIGOROU since 2002

発行：株式会社インフォ・テック

（TEL）06-6975-5655　（FAX）06-6975-5656

〒537-0025
大阪府大阪市東成区中道 3丁目 15 番 16 号　毎日東ビル 2F

http://www.info-tec.ne.jp/


